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都
農
業
会
議
と
農
業
委
員
会

地
区
協
議
会
・
連
合
会
は
「
第

59
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農

業
者
大
会
」
を
平
成
30
年
２
月

22
日
（
木
）
、
午
後
１
時
よ
り

瑞
穂
町
の
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
て

開
き
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
国
の
農
業
施
策

に
対
す
る
要
望
事
項
や
、
農
業

委
員
会
活
動
の
積
極
的
推
進
に

関
す
る
決
議
に
つ
い
て
協
議
し

ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
企

業
的
農
業
経
営
顕
彰
や
農
業
後

継
者
顕
彰
、
功
労
者
等
の
表
彰

式
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
な
ら
び
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
各
位
の 

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

第
59
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

あ
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
は
、
33
農
業
委
員
会
で

第
23
期
統
一
改
選
が
行
わ
れ
、

多
く
の
女
性
農
業
委
員
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
。

　

都
市
農
業
に
関
し
て
は
、
生

産
緑
地
の
下
限
面
積
や
一
団
性

要
件
の
緩
和
、
特
定
生
産
緑
地

制
度
の
創
設
、
追
加
指
定
・
再

指
定
の
運
用
改
善
な
ど
生
産
緑

地
法
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
農
地
の
貸
借
に
関

す
る
法
律
案
や
、
貸
し
て
も
相

続
税
納
税
猶
予
制
度
が
継
続
可

能
と
な
る
よ
う
な
提
案
が
、
年

末
の
税
制
改
正
大
綱
に
示
さ
れ

る
な
ど
農
業
者
の
今
ま
で
の
要

望
が
実
現
す
る
よ
う
な
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
山
村
・
島
し
ょ
農
業
で
は
、

生
産
・
流
通
条
件
が
厳
し
い
中

で
農
地
の
有
効
利
用
と
生
産
振

興
の
た
め
に
「
意
見
書
の
提
出
」

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
農

業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
き
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
12
月
20
日

に
青
梅
市
で
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
現
地
研

究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
は
、
農
委
会
法
の

改
正
に
よ
り
新
た
に
必
須
業
務

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
農

地
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

に
つ
い
て
、
都
内
の
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
農
地
の
流
動

化
に
つ
い
て
研
究
し
よ
う
と
開

い
た
も
の
で
、
農
業
委
員
・
推

進
委
員
の
役
割
な
ど
座
学
に
よ

る
研
究
を
し
、
そ
の
後
現
地
研

究
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
研
究
で
は
、
青
梅
市
の

新
規
就
農
者
と
新
規
参
入
法
人

の
状
況
を
研
究
し
、
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。 

　

統
一
改
選
に
よ
り
多
く
の
女
性

農
業
委
員
・
推
進
委
員
が
誕
生
し

た
こ
と
か
ら
、
経
験
豊
富
な
埼
玉

県
女
性
農
業
委
員
協
議
会
の
横
田

友
会
長
を
講
師
に
迎
え
、
女
性
委

員
の
活
動
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
内
か
ら
立
川
市
農
業

委
員
会
の
横
幕
玲
子
委
員
、
東
久

留
米
市
農
業
委
員
会
の
齊
藤
恵
子

委
員
よ
り
、
今
後
の
農
業
委
員
会

活
動
等
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
し

ま
し
た
。

青梅市で一般法人として農業参入した㈱カミーノ
の松尾農場長より生産状況等について話しを聞く

青山会長

新
年
に
あ
た
っ
て（

一
社
）
東
京
都
農
業
会
議 

会
長　

青
山　

佾

青
梅
市
の
新
規
就
農
者
と
新
規
参
入
法
人
の

取
組
を
研
究

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
現
地
研
究
会

が
行
わ
れ
、
農
業

委
員
会
活
動
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

国
民
か
ら
の
安

全
・
安
心
な
食
べ

物
や
ま
ち
づ
く
り

へ
の
社
会
的
貢
献

等
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

将
来
に
わ
た
り
農
業
経
営
が
継

続
で
き
る
農
業
施
策
が
構
築
さ

れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

多
様
な
農
業
の
あ
る
東
京
農

業
発
展
に
向
け
、
農
業
委
員
会
・

農
業
会
議
が
一
丸
と
な
っ
て
活

動
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

❄
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❄

農業委員・推進委員における女性の
活躍について講演する横山さん

東
京
都
農
業
会
議
情
報

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議
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12
月
理
事
会

　

12
月
18
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南

新
宿
ビ
ル
会
議
室
で
開
き
、

①
臨
時
総
会
を
１
月
30
日

（
火
）
午
後
２
時
よ
り
Ｊ
Ａ
東

京
南
新
宿
ビ
ル
会
議
室
で
開

催
す
る
、
②
提
出
す
る
３
議

案
を
決
定
。

第
９
回
常
設
審
議
委
員
会

　

12
月
18
日
理
事
会
終
了
後

開
催
。

議
事

　

農
地
法
の
農
業
委
員
会

会
長
諮
問
第
４
条
１
件
５
，

０
３
５
㎡
を
許
可
相
当
と
答

申
す
る
こ
と
を
決
定
。

報
告

　

11
月
16
日
～
12
月
17
日
の

業
務
報
告
と
今
後
の
会
議
開

催
計
画
を
説
明
。
②
11
月
の

転
用
許
可
状
況
を
東
京
都
が

報
告
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
会
だ
よ
り

協
議

①
平
成
30
年
２
月
22
日
（
木
）

開
催
の
第
59
回
東
京
都
農
業
委

員
会
・
農
業
者
大
会
開
催
要
領

と
第
44
回
農
業
委
員
会
等
功
労

者
表
彰
者
を
決
定
②
農
地
管

理
・
流
動
化
推
進
月
間
の
活
動

状
況
等
を
報
告
。
③
納
税
猶
予

適
正
化
協
議
会
の
状
況
と
④
農

政
問
題
と
し
て
、
税
制
改
正
大

綱
等
を
説
明
し
た
。

　

11
月
30
日
、
港
区
の
メ
ル
パ
ル

ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
全
国
農
業
委

員
会
会
長
代
表
者
集
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
（
一
社
）

全
国
農
業
会
議
所
（
二
田
孝
治
会

長
）
の
主
催
で
東
京
か
ら
は
19
区

市
の
農
業
委
員
会
長
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
に
向
け
た
施
策
推
進
な
ど
決
議

東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
実
施

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
活
動
や

制
度
の
概
要
な
ど
研
究

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会

都
内
全
域
で
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施

重
点
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

　

第
１
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
岩
手
県

岩
手
町
や
茨
城
県
茨
城
町
、
千
葉

県
香
取
市
、
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市

の
農
業
委
員
会
か
ら
農
地
利
用
の

最
適
化
に
関
す
る
先
進
的
な
取
組

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
協
議
で
は
「
農
地
利

用
の
最
適
化
に
向
け
た
施
策
推
進

に
関
す
る
要
請
」
や｢

新
・
農
地

を
活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る

全
国
運
動
の
推
進
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
」
、｢

情
報
提
供
活
動
の

一
層
の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ

せ
」
な
ど
が
全
会
一
致
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

集
会
の
終
了
後
、
東
京
の
農
委

会
長
ら
は
衆
議
院
第
二
議
員
会
館

に
移
動
し
、
東
京
都
選
出
の
国
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
に
は
６
人
の

衆
議
院
議
員
が
出
席
し
、
都
市
農

地
の
貸
借
に
関
す
る
法
案
な
ら
び

に
税
制
改
正
を
め
ぐ
る
状
況
や
都

市
農
業
の
振
興
お
よ
び
担
い
手
の

支
援
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士

の
藤
本
紀
美
香
氏
が
『
公
的
年
金

制
度
の
概
要
と
「
農
業
者
年
金
」

に
つ
い
て
』
と
題
し
た
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

藤
本
氏
は
「
み
ど
り
年
金
や
個

人
型
確
定
拠
出
年
金
な
ど
も
国
民

年
金
の
上
乗
せ
部
分
に
な
る
が
、

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
た
め
だ

け
に
国
が
用
意
し
た
制
度
。
社
会

保
障
と
し
て
、
経
営
対
策
と
し
て

活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
専
門
家
か

ら
見
た
制
度
活
用
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

都
内
各
区
市
町
村
は
、
８
月
か

ら
10
月
を
農
地
管
理
・
流
動
化
推

進
月
間
と
設
定
し
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
は
じ
め
、
農
地
利
用
状
況
調

査
（
農
地
法
第
30
条
）
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
農
地
利
用
状
況
調
査
に
つ

い
て
は
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
日
常
活
動
と

し
て
地
域
の
全
農
地
を
見
ま
わ
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
本
月
間
で
は

地
域
の
見
回
り
の
強
化
と
農
業
委

員
会
組
織
と
し
て
重
点
的
な
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

狛
江
市
農
業
委
員
会
（
本
橋
正

美
会
長
）
は
、
委
員
全
員
で
生
産

緑
地
や
納
税
猶
予
適
用
農
地
な
ど

の
重
点
地
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
回

り
調
査
を
し
、
同
日
中
に
調
査
結

果
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
田
市
農
業
委
員
会
（
吉

川
庄
衞
会
長
）
は
、
調
査
を
通
し

て
同
市
の
農
地
バ
ン
ク
を
周
知

し
、
２
件
の
バ
ン
ク
登
録
に
結
び

付
け
て
い
ま
す
。

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
21
日
に

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
を

開
き
、
農
委
会
・
Ｊ
Ａ
職
員
、
加

入
推
進
員
（
農
業
委
員
）
な
ど
37

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

農
業
会
議
の
職
員
よ
り
都
内
の

加
入
推
進
の
状
況
な
ど
を
説
明
し

た
後
、
長
野
県
山
ノ
内
町
農
業
者

年
金
協
議
会
の
佐
々
木
明
雄
顧
問

が
講
演
を
し
、
地
域
の
農
業
者
へ

の
効
果
的
な
加
入
推
進
の
方
法
と

し
て
、
節
税
効
果
や
保
険
料
の
付

利
利
率
の
高
さ
な
ど
を
具
体
的
な

数
字
で
示
す
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

参加した農委会長は都選出の国会議員と
意見交換をした

農業者年金の加入推進について説明をする
佐々木明雄さん
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多
摩
市

　

多
摩
市
農
業
委
員
会
（
小
暮
和

幸
会
長
）
は
、
農
業
者
と
農
業
委

員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
、

約
30
人
が
参
加
し
、
改
正
生
産
緑

地
法
等
の
情
勢
に
つ
い
て
研
究
し

ま
し
た
。

産
業
祭
や
農
業
祭
に
参
加
し
、

地
域
住
民
に
地
域
の
農
業
や

農
業
委
員
会
活
動
を
Ｐ
Ｒ

瑞
穂
町

　

瑞
穂
町
農
業
委
員
会
（
上
野
勝

会
長
）
は
、
同
町
の
産
業
祭
に
参

加
し
、
の
ら
ぼ
う
菜
の
苗
の
無
料

配
布
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、
地
元

の
農
業
や
農
業
委
員
会
活
動
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

八
王
子
市

　

八
王
子
市
農
業
委
員
会
（
鈴
木

勝
久
会
長
）
で
も
、
農
業
祭
に
参

加
し
、
の
ら
ぼ
う
菜
の
苗
の
無
料

配
布
を
行
っ
た
ほ
か
、
農
地
の
流

動
化
や
同
市
の
農
地
バ
ン
ク
制
度

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

三
鷹
市

　

三
鷹
市
農
業
委
員
会
（
根
岸
稔

会
長
）
は
、
同
市
の
農
業
祭
に
参

加
し
、
農
業
委
員
会
主
催
の
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
展
示
や
市
民

が
江
戸
東
京
野
菜
へ
の
理
解
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

清
瀬
市

　

清
瀬
市
で
は
、
農
業
委
員
会
の

松
村
俊
夫
会
長
が
農
業
ま
つ
り
実

行
委
員
会
長
を
務
め
、
農
業
委
員

会
、
清
瀬
市
、
Ｊ
Ａ
な
ど
が
協
力

し
、
農
業
ま
つ
り
を
開
き
ま
し
た
。

　

苗
木
の
無
料
配
布
や
園
芸
相

談
、
鉢
花
の
無
料
配
布
な
ど
は
農

業
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
イ
ベ
ン

ト
を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
各
農
業
委
員
会
の
活

動
が
行
政
庁
へ
の
意
見
提
出
や
都

市
農
業
へ
の
理
解
促
進
に
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。

　

都
内
の
多
く
の
農
業
委
員
会
で

は
農
家
座
談
会
な
ど
を
開
き
、
改

正
さ
れ
た
生
産
緑
地
法
な
ど
農
地

制
度
等
の
情
報
の
発
信
や
農
業
者

か
ら
の
地
域
農
業
に
つ
い
て
の
意

見
集
約
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
治
体
の
農
業
祭
な

ど
へ
参
加
し
、
地
元
の
農
業
や
農

業
委
員
会
活
動
を
紹
介
し
、
地
域

住
民
が
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
の
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

左
記
で
は
、
最
近
行
わ
れ
た
農

業
委
員
会
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

農
家
座
談
会
な
ど
で
農
地
制
度

な
ど
の
情
報
の
発
信
や
農
業
者

か
ら
の
意
見
集
約
に
取
り
組
む

国
分
寺
市

　

国
分
寺
市
農
業
委
員
会
（
田
中

豊
会
長
）
は
市
内
４
ヵ
所
に
て
懇

談
会
を
開
き
、
40
人
以
上
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
最
初
に
9
月
～
10

月
に
行
わ
れ
た
農
地
利
用
状
況
調
査

の
結
果
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
生
産
緑
地
制
度
の
改

正
と
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
の
出
町

　

日
の
出
町
農
業
委
員
会
（
神
田

功
会
長
）
は
認
定
農
業
者
と
農
業

委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
は
じ

め
て
開
き
、
20
人
以
上
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

主
に
新
し
く
導
入
さ
れ
る
収
入

保
険
制
度
に
つ
い
て
研
究
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
制
度
の
仕
組
み

国分寺市の懇談会の様子

日の出町ではじめての開催となった意見交換会

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

東
村
山
市

　

東
村
山
市
農
業
委
員
会
（
肥
沼

和
夫
会
長
）
は
、
５
ヵ
所
に
て
座

談
会
を
開
き
約
１
４
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
、同
市
農
業
者
ク
ラ
ブ
の
３
者

か
ら
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
都
の
補
助
事
業

や
改
正
生
産
緑
地
法
、
全
国
農
業

新
聞
の
購
読
普
及
、
農
業
者
年
金

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

昭
島
市

　

昭
島
市
農
業
委
員
会
（
鈴
木
勇

作
会
長
）
は
、
昭
島
市
都
市
農
政

推
進
協
議
会
（
鈴
木
実
会
長
）
と

合
同
の
講
演
会
を
開
き
、
都
市
農

業
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て
研
究
し

ま
し
た
。

のらぼう菜の苗の配布や制度の説明をした
（八王子市）

のらぼう菜の苗を配布し農業委員会
活動をＰＲ（瑞穂町）

江戸東京野菜のクイズを市民に出題
（三鷹市）

農
家
座
談
会
な
ど
で
情
報
発
信
・
意
見
集
約

農
業
祭
な
ど
で
地
域
農
業
や
農
業
委
員
会
活
動
を
Ｐ
Ｒ

農
業
委
員
会
活
動
特
集
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農
業
者
と
消
費
者
で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
開
く

東　

京　

都　

農　

業　

会　

議

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

立
川
市
と
瑞
穂
町
の
農
業
を
見
学

東
京
農
業
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
開
く

東
村
山
市
の
農
業
を
消
費
者
が
見
学

農
業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
開
く

法
人
化
に
よ
る
農
業
経
営
や
農
業
参
入
を
研
究

農
業
生
産
の
法
人
化
と
農
業
の
貸
借
雇
用
の
活
用
研
究
会
開
く

２
月
～
３
月
の
日
程

２
・
１ 

㈭ 

組
織
・
活
動
検

２
・
２ 

㈮ 

農
委
会
活
動
研

２
・
９ 

㈮ 

組
織
・
活
動
検

２
・
16 

㈮ 

理
事
会

２
・
16 

㈮ 

常
設
委
員
会

２
・
16 

㈮ 

大
会
運
営

２
・
22 

㈭ 

農
委
会
大
会

３
・
２ 

㈮ 

主
任
職
員
協

３
・
16 

㈮ 

通
常
総
会

３
・
16 

㈮ 

常
設
委
員

　

12
月
８
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
に
て
都
農
業
会
議
と
東
京
都

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
眞
利
子

伊
知
郎
会
長
）
、
東
京
都
消
費
者

月
間
実
行
委
員
会
（
棚
橋
節
子

会
長
）
の
共
催
に
よ
り
「
食
と

農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

都
内
の
農
業
者
と
消
費
者
が

交
流
し
な
が
ら
共
に
学
ぶ
場
を

つ
く
ろ
う
と
企
画
さ
れ
、
１
８
９

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
料
理
家
の
タ
カ
コ

ナ
カ
ム
ラ
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
「
ホ
ー
ル
フ
ー
ド
っ
て
な
あ

に
？
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
野

菜
を
ま
る
ご
と
活
用
す
る
調
理

方
法
を
提
案
す
る
と
と
も
に
「
安

全
で
お
い
し
い
農
産
物
を
求
め

る
な
ら
頑
張
っ
て
い
る
農
業
者

を
応
援
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

り
物
な
ど
と
し
て
購
入
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
同
町

で
新
規
就
農
を
し
た
中
村
光
輝
さ

ん
、
田
口
明
日
香
さ
ん
の
圃
場
見

学
や
意
見
交
換
を
行
い
、
農
業
体

験
農
園
と
経
営
と
し
て
の
農
業
の

違
い
な
ど
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

菜
の
生
産
を
経
営
の
軸
と
し
、

一
般
法
人
と
し
て
農
業
参
入
し

た
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
・

東
京
の
取
り
組
み
を
そ
れ
ぞ
れ

研
究
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

は
、
東
村
山
市
と
共
催
で
農
業
応

援
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
募
集
に
応
募
し
た
36

人
の
消
費
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
東
村
山
市
内
で
ナ
シ
、

ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹
を
栽
培
す
る

中
村
さ
ん
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
床
栽

培
を
す
る
細
田
さ
ん
、
露
地
野
菜

を
栽
培
す
る
志
村
さ
ん
の
生
産
現

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

見
学
後
は
、
室
内
に
移
動
し
て

東
村
山
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
の

会
員
と
参
加
し
た
消
費
者
で
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
参
加
者
を
16
の
班
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
農
業
者
と
消

費
者
が
自
由
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
消
費
者
か
ら
は
「
都

内
の
農
業
者
と
直
接
い
ろ
い
ろ

な
話
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
農
業
生
産
の

法
人
化
と
農
地
の
貸
借
・
雇
用
の

活
用
研
究
会
を
12
月
14
日
に
八
王

子
市
で
、
21
日
に
、
あ
き
る
野
市

で
開
き
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
は
、
都
内
の
市
街
化

調
整
区
域
で
農
業
参
入
し
た
法
人

の
取
り
組
み
な
ど
を
研
究
す
る
た

め
開
き
、
両
日
と
も
に
約
30
人
が

参
加
者
し
ま
し
た
。

　

八
王
子
市
で
は
、
農
地
所
有

適
格
法
人
と
し
て
、
福
祉
事
業

と
連
携
し
た
経
営
を
実
践
す
る

（
株
）
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
ラ
の
取
り

組
み
を
、
あ
き
る
野
市
で
は
、

農
業
体
験
農
園
と
江
戸
東
京
野

　

全
国
農
業
体
験
農
園
協
会
（
加

藤
義
松
理
事
長
）
は
、
12
月
７
日

「
東
京
農
業
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
開
き
、
農
業
体
験
農
園
の
入
園

者
な
ど
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

立
川
市
の
高
橋
園
で
は
、
東
京

で
品
種
開
発
さ
れ
た
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
「
東
京
ゴ
ー
ル
ド
」
な
ど

の
果
樹
園
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

瑞
穂
町
で
は
、
通
称
「
シ
ク
ラ

メ
ン
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
岩
蔵
街

道
沿
い
を
歩
き
、
参
加
者
は
、
花

盛
り
を
迎
え
た
シ
ク
ラ
メ
ン
を
贈

ホールフードについて講演するタカコナカムラさん

野菜の品種などについて参加者に説明 
する田口明日香さん

農業応援バスツアー東村山中村さんの
果樹園を見学

ストップ遊休農地再生事業で再生・整備
した㈱グリーンガーラの農場を見学する


